
　
　
　
　
　
　
　
明
治
初
期
に
お
け
る
複
本
位
制
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
田
　
　
俊
　
　
平

　
　
　
　
　
　
　
一

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
五
月
十
日
制
定
の
「
新
貨
条
例
」
は
、
純
金
二
三
・
一
五
グ
レ
イ
ン
を
含
む
一
円
金
貨
を
原
貨
と
定

め
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
金
本
位
制
に
統
一
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
各
開
港
場
に
お
け
る
貿
易
取

引
と
外
国
人
よ
り
の
納
税
に
用
い
る
た
め
の
貨
幣
と
し
て
、
純
銀
三
七
四
・
四
グ
レ
イ
ン
を
含
む
一
円
銀
貨
が
鋳
造
さ
れ
、
こ
の
一

円
銀
貨
一
〇
〇
円
は
本
位
金
貨
一
〇
一
円
に
当
る
と
い
う
法
定
比
価
が
定
め
ら
れ
た
の
で
、
「
新
貨
条
例
」
に
も
と
づ
く
貨
幣
制
度

は
、
原
則
と
し
て
金
本
位
制
で
は
あ
る
が
、
地
域
的
に
は
金
銀
複
本
位
制
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
不
統
一
な
形
態
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
一
円
銀
貨
は
開
港
場
以
外
に
お
い
て
も
、
取
引
当
事
者
双
方
の
承
諾
が
あ
れ
ば
支
払
手
段
と
し
て
他
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
造
幣
規
則
」
第
四
条
に
お
い
て
も
、
銀
地
金
お
よ
び
日
本
あ
る
い
は
外
国
銀
貨
幣
の

　
　
　
明
治
初
期
に
お
け
る
複
本
位
制
の
成
立
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提
出
に
対
し
て
、
純
銀
一
六
に
純
金
一
の
割
合
を
も
っ
て
本
他
金
貨
を
払
い
渡
す
こ
と
、
あ
る
い
は
一
円
銀
貨
を
希
望
す
る
者
に
は

造
幣
寮
の
都
合
に
よ
っ
て
こ
の
銀
貨
を
払
い
渡
す
と
い
う
自
由
鋳
造
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
「
し
た
が
っ
て
、
「
新

貨
条
例
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
、
一
元
的
な
金
貸
本
他
制
で
は
な
く
、
事
実
上
は
金
銀
複
本
他
制
の
性
格

を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
貨
幣
制
度
が
形
成
さ
れ
た
た
め
に
、
も
し
市
場
に
お
い
て
成
立
す
る
金
銀
比
価
と
「
新
貨
条
例
」
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
た
金
一
対
銀
一
六
・
○
一
四
と
い
う
法
定
比
価
と
の
間
に
隔
差
が
生
じ
た
場
合
、
金
銀
二
種
の
金
属
の
う
ち
地
金
市

場
で
法
定
比
価
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
る
金
属
は
、
貨
幣
と
し
て
の
流
通
か
ら
駆
逐
さ
れ
て
商
品
と
し
て
の
地
金
に
還
元
さ
れ
る
に

至
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
複
本
他
論
者
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
補
整
作
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
も
し
一
方
の
金
属
の
市
場
価

格
が
持
続
的
に
下
落
す
る
場
合
に
、
こ
の
本
位
制
度
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
法
定
比
価
を
常
に
市
場
比
価
に
即
応
す
る
よ
う
に
修

正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
田
　
「
貨
政
考
要
」
法
令
編
、
第
一
巻
二
三
一
四
〇
頁

　
②
　
同
右
、
四
二
ー
三
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
「
新
訳
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
一
八
　
七
一
年
の
頃
は
、
国
際
的
銀
相
場
の
標
準
と
な
っ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
が
漸
次
低
落

を
示
し
は
じ
め
る
直
前
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
数
十
年
に
亘
っ
て
英
国
標
準
銀
一
オ
ン
ス
の
価
格
は
六
〇
ペ
ン
ス
の
上
下
き

わ
め
て
僅
か
な
変
動
を
生
ず
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
金
銀
比
価
は
一
八
○
三
年
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
法
定
さ
れ
た
造
幣
比
価
一
対
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第１表　ロンドン銀塊相場および金銀比価
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一
五
・
五
の
基
準
か
ら
大
き
く
離
れ
る
こ
と
な
〈
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

る
金
銀
の
市
場
比
価
も
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
造
幣
比
価
に
よ
っ
て
調
整
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
八
三
三
年
よ
り
一
八
八
五
年
ま
で
の
ロ
ン
ド
ン

銀
塊
相
場
お
よ
び
金
銀
比
価
は
第
一
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
六
○
年
代
の
他
半
以
降
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ

コ
の
銀
産
額
が
急
激
に
増
加
し
は
じ
め
た
こ
と
と
、
二
八
七
一
年
ド
イ

ツ
が
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
金
本
位
制
の
採
用
を
決
定
し
、
七
三
年
よ
り

余
剰
の
貨
幣
用
銀
を
売
却
し
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
金
市
場
に

お
け
る
銀
の
供
給
量
が
増
加
し
、
ま
た
イ
ン
ド
向
け
他
出
用
の
銀
に
対

す
る
需
要
が
減
退
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
の
需
給
関
係
を
混
乱
せ
し

め
る
原
因
が
生
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
八
七
三
年
に
は
ド
イ
ツ
と
密
接
な
経
済
的
関
係
を
も
つ

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
九
ア
ソ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
諸
国
が
、
複
本
位
制

を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
銀
の
流
入
・
金
の
流
出
を
招
く
こ
と
を
恐

れ
て
、
銀
の
自
由
鋳
造
を
停
止
し
、
ま
た
二
八
七
四
年
に
は
ラ
テ
ソ
貨

幣
同
盟
諸
国
Ｉ
フ
ラ
ソ
ス
、
ペ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ｌ
ｌ

も
銀
貨
幣
の
鋳
造
額
を
制
限
す
る
措
置
を
と
り
、
オ
ラ
ン
ダ
も
七
五
年
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に
銀
貨
鋳
造
を
停
止
し
て
、
金
貨
を
鋳
造
す
る
こ
と
を
定
め
た
ｏ
（
一
八
七
三
年
ア
メ
リ
カ
も
ま
た
標
準
金
二
五
・
八
グ
レ
イ
ン
の
一

弗
金
貨
を
価
値
単
位
と
し
、
貿
易
弗
・
半
弗
等
一
弗
銀
貨
以
外
の
銀
貨
の
強
制
通
用
額
を
五
弗
に
制
限
し
、
さ
ら
に
七
四
年
に
は
す

べ
て
の
銀
貨
幣
の
無
制
限
法
貨
と
し
て
の
資
格
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
、
跛
行
本
位
制
の
貨
幣
制
度
を
と
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
諸
国
の
貨
幣
制
度
が
複
本
位
制
か
ら
跛
行
本
位
制
あ
る
い
は
金
本
位
制
に
移
行
し
た
結
果
、
貨
幣
用
銀
の

需
要
は
減
少
し
、
多
量
の
銀
が
金
と
の
交
換
を
求
め
て
市
場
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
銀
生
産
高
の
増
加
と
相
俟

っ
て
銀
の
市
場
価
格
を
い
よ
い
よ
急
速
に
下
落
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
一
八
七
〇
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
銀
塊
相
場
は
第
一
表
に

示
し
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
、
一
八
七
三
年
以
降
逐
年
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
一
八
七
一
年
す
な
わ
ち
「
新
貨
条
例
」
制
定
の
年
以
降
に
あ
ら
わ
れ
た
急
激
な
銀
価
低
落
の
情
勢
下
に
お
い
て
、
法
制
上
金
本
位

制
を
称
え
な
が
ら
事
実
上
は
金
銀
複
本
位
制
の
性
格
を
も
つ
貨
幣
制
度
を
と
っ
て
い
た
わ
が
国
の
経
済
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
、
ま
た
当
時
の
政
府
は
こ
の
情
勢
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
調
整
策
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
見
ら
れ
る
貨
幣
政
策
は
、
金
銀
法
定
比
価
を
市
場
比
価
に
接
近
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
二
月
二
十
八
日
、
量
目
四
二
〇
ダ
レ
イ
ン
・
品
位
九
〇
〇
位
の
貿
易
銀
を
鋳
造
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

太
政
官
布
告
が
あ
り
、
四
月
一
目
以
後
大
阪
造
幣
寮
に
提
出
さ
れ
る
銀
地
金
は
す
べ
て
こ
の
貿
易
銀
に
鋳
造
す
る
こ
と
が
布
達
さ
れ

た
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
金
銀
の
法
定
比
価
は
明
治
四
年
制
定
の
一
対
一
六
・
○
一
四
か
ら
一
対
一
六
・
一
七

に
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
貿
易
銀
は
ア
メ
リ
カ
が
一
八
七
三
年
の
貨
幣
法
に
よ
っ
て
、
東
洋
貿
易
市
場
特
に
中
国
に
お
い
て
メ
キ
シ
コ
弗
よ
り
も
好
尚

さ
れ
る
通
貨
を
供
給
し
、
ま
た
生
産
量
の
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
銀
の
新
し
い
市
場
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
鋳
造
す
る
こ
と
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を
定
め
た
貿
易
弗
と
同
位
同
量
で
あ
る
。
わ
が
国
の
貿
易
銀
の
鋳
造
に
つ
い
て
も
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
四
月
二
十
三
日
の

大
蔵
省
の
建
議
は
、
東
洋
貿
易
市
場
に
お
け
る
洋
銀
の
国
際
通
貨
的
地
他
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
素
材
価
値
の
す
ぐ
れ
た
日
本
銀
貨

を
鋳
造
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
円
銀
増
量
の
趣
意
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
貿
易
弗
鋳
造
の
目
的
と
同
様
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
弗
は
合
衆
国
内
に
流
通
せ
し
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な

〈
、
た
だ
国
内
に
お
い
て
五
弗
の
制
限
額
以
内
で
法
貨
と
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
一
八
七
六
年
に
は
そ
の
制
限
法
貨
的
資

格
す
ら
否
定
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
貿
易
銀
は
、
開
港
場
限
り
無
制
限
法
貨
と
す
る
と
い
う
地
域
的
限
定
か
あ
る
と
は
い

え
、
本
位
金
貨
と
並
ん
で
国
内
流
通
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
複
本
他
制
の
性
格
を
も
つ
貨
幣
制
度
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
増
量
貿
易
銀
鋳
造
の
理
由
は
、
単
に
東
洋
市
場
に
お
け
る
貿
易
通
貨
の
地
他
を
確
保
す
る
に
あ
っ
た
の

み
で
な
く
、
金
銀
市
櫛
比
価
の
変
動
に
し
た
が
っ
て
法
定
比
価
を
調
整
し
、
わ
が
国
の
複
本
他
的
貨
幣
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
法
定
比
価
の
修
正
も
銀
の
市
場
価
格
が
さ
ら
に
低
落
す
る
国
際
的
情
勢
の
下
に
あ
っ
て
は
、
金
の
流
出
を
防
止
す
る
効
果
を

も
ち
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年
十
月
、
大
蔵
省
七
等
出
仕
川
路
寛
堂
か
大
蔵
卿
大
隈
重
信
に
提
出
し
た
「
現
貨
濫
出
論
」

を
見
る
と
、

　
　
「
現
貨
ノ
濫
出
ス
ル
ハ
輸
出
入
ノ
差
并
二
外
債
ノ
消
却
等
ヲ
正
金
ニ
テ
払
フ
カ
タ
メ
ト
云
ハ
至
当
ノ
理
ナ
レ
ト
モ
、
金
貨
ノ
輸
出

　
ス
ル
ハ
別
二
昭
然
タ
ル
ノ
源
因
ア
ツ
テ
、
而
シ
テ
輸
出
入
ノ
平
均
ヲ
得
サ
ル
ニ
関
セ
ス
又
若
干
ノ
外
債
ヲ
消
却
ス
ル
ニ
関
セ
ス
、

　
何
ヲ
カ
現
貨
ト
云
中
外
諸
貨
幣
是
ナ
リ
、
何
ヲ
カ
金
貨
卜
云
特
二
明
治
四
年
以
来
鋳
造
セ
シ
金
円
是
ナ
リ
、
此
故
二
輸
出
入
ノ
不

　
平
均
即
チ
現
貨
ノ
濫
出
ト
金
貨
ノ
輸
出
ト
各
其
源
因
ヲ
異
ニ
シ
テ
、
而
シ
テ
之
ヲ
論
ス
ル
更
ニ
二
途
二
分
タ
ス
ソ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
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㈲

　
ス
」
と
し
て
、
金
貨
流
出
は
、
わ
が
国
の
国
際
収
支
の
不
均
衡
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
金
銀
法
定
比
価
が
不
適
切
で
あ
る

こ
と
に
も
と
づ
く
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
金
貨
ノ
輸
出
ス
ル
源
因
ハ
他
ナ
シ
金
相
場
ノ
差
異
ア
ル
ニ
依
ル
ヘ
シ
、
故
二
愚
前
キ
ュ
輸
出
入
ノ
不
平
均
ト
其
源
因
ヲ
異
ニ
ス

　
ト
云
リ
、
金
相
場
ノ
差
異
ト
ハ
何
事
ソ
東
蘭
洋
相
場
ノ
差
異
ア
ル
ヲ
云
ナ
リ
ヽ
　
（
論
乃
呈
甘
詰
長
言
詰
回
計
回
昌
）

　
之
ヲ
適
切
二
云
へ
ハ
一
言
ニ
シ
テ
尽
ス
ヘ
シ
、
日
夕
日
本
ハ
当
今
金
ノ
価
欧
洲
二
比
ス
レ
ハ
低
下
ト
云
ナ
リ
、
仮
令
ヘ
ハ
倫
敦
ニ

　
テ
日
本
金
円
壱
枚
ノ
価
四
拾
九
ペ
ソ
ス
ナ
ル
ニ
、
之
ヲ
日
本
ニ
テ
八
旧
拾
七
ペ
ソ
ス
ノ
比
例
ヲ
以
テ
買
得
ル
ト
云
カ
如
シ
、
比
故

　
二
日
商
ノ
我
地
ニ
在
ル
モ
ノ
（
或
ハ
本
国
ノ
注
文
ヲ
受
ケ
）
其
低
価
ノ
金
ヲ
買
ヒ
、
多
ク
ハ
之
ヲ
倫
敦
二
輸
人
シ
（
倫
敦
ニ
ハ
普

　
ク
世
上
ノ
貨
幣
及
金
属
ノ
市
場
ア
レ
ハ
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
法
蘭
西
口
日
耳
曼
等
二
人
モ
ノ
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
云
）
其
利
ヲ
射
ル
モ

　
ノ
ナ
リ
」
と
、
わ
が
国
の
金
貨
は
一
個
の
商
品
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
も
し
わ
が
国
の
金
貨
が
高
価
で
あ
れ
ば
そ
の
流
出
を
減
少
せ
し
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
治
八
年
一
月
の
横
浜
貨
幣
市
場
の
相
場
は
洋
銀
一
〇
〇
弗
に

付
紙
幣
一
〇
三
円
八
七
五
、
金
貨
一
〇
一
円
八
七
五
で
あ
る
。
こ
の
洋
銀
一
弗
の
英
資
一
覧
払
為
替
相
場
は
四
九
ペ
ン
ス
半
で
あ
る

か
ら
、
英
貨
二
〇
ポ
ソ
ド
一
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
を
も
っ
て
日
本
金
貨
一
○
一
円
八
七
五
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に

当
時
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
日
本
金
貨
の
相
場
は
一
○
○
枚
に
付
二
〇
ポ
ン
ド
九
シ
リ
ン
グ
半
、
洋
銀
は
一
〇
〇
弗
に
付
二
〇
ポ
ン
ド

九
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
英
貨
と
日
本
金
貨
と
の
交
換
に
は
何
等
利
益
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
洋
銀
を
日
本
金
貨
と
交
換

す
る
場
合
に
は
一
円
八
七
五
の
利
益
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
金
銀
相
場
を
修
正
し
、
「
銀
ヲ
駆
逐
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シ
テ
金
ヲ
海
門
二
迎
フ
ル
ノ
方
策
」
と
し
て
、
「
大
蔵
省
二
於
テ
壱
弐
拾
万
ノ
墨
銀
ヲ
此
運
転
ノ
方
策
二
供
シ
、
性
敏
捷
ニ
シ
テ
中

外
ノ
商
務
二
通
知
ス
ル
モ
ノ
ニ
密
命
シ
或
ハ
買
ヒ
或
は
売
ラ
シ
メ
出
没
転
ハ
セ
シ
メ
」
る
と
と
も
に
、

　
　
（
海
関
二
於
ル
金
貨
ノ
低
価
こ
訃
蒜
皿
心
ぺ
い
付
）
ヲ
廃
シ
ヽ
貿
易
銀
壱
枚
ト
金
円
壱
枚
ト
同
比
例
（
或
ハ
相
場
ニ
依
テ
金
円
ノ

　
貿
易
銀
ョ
リ
高
価
二
至
ル
モ
知
レ
ス
）
ヲ
以
テ
関
税
二
収
領
シ
ナ
ハ
、
縦
令
へ
日
本
ヲ
シ
テ
黄
金
ノ
世
界
ト
ナ
ス
コ
ト
能
ハ
ス
ト

　
モ
、
蓋
シ
方
今
ノ
金
銀
価
程
ヲ
変
シ
梢
々
金
貨
ノ
流
出
ヲ
防
ク
ニ
至
ル
ヘ
キ
乎
ら

と
、
金
貨
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
は
金
銀
法
定
比
価
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
川
路
寛
堂
の
提
案
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
三
月
四
曰
、
明
治
政
府
は
本
位
金
貨
一
〇
一
円
対
貿
易
銀

一
〇
〇
枚
と
い
う
従
来
の
交
換
率
を
金
貨
一
〇
〇
円
対
貿
易
銀
一
〇
〇
枚
に
改
め
る
こ
と
を
布
告
し
た
。
こ
の
措
置
も
本
位
金
貨
と

貿
易
銀
の
比
価
を
一
対
一
六
・
三
三
と
し
て
、
法
定
比
価
を
市
場
比
価
に
追
蹤
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
実
質
的
に
金
銀
複
本
位
制
で
あ
っ
た
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
法
定
比
価
を
市
場
比
価
に
接
近
せ
し
め
る
目

的
を
も
っ
て
「
貨
幣
条
例
」
の
改
正
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
法
定
比
価
の
修
正
は
常
に
市
場
比
価
に
追
蹤
す
る
意

味
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、
先
進
諸
国
が
銀
の
非
貨
幣
化
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
情
勢
の
下
に
お
い
て
、
世
界
的
な
銀
価
下
落
の
趨
勢
に
対

抗
し
て
、
こ
の
法
定
比
価
が
市
場
比
価
を
先
導
す
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
次
い
で
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
五
月
二
十
七
日
、
「
我
邦
力
独
り
東
洋
銀
貨
国
ノ
間
ニ
介
在
シ
テ
金
貸
本
位
制
ヲ
維
持
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯

ル
ノ
甚
タ
困
難
ニ
シ
テ
寧
ロ
金
銀
複
本
位
制
ヲ
行
フ
ノ
容
易
ニ
シ
テ
便
利
ナ
ル
ニ
如
力
」
ず
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
右
の
貿

易
銀
は
開
港
場
に
限
ら
ず
国
内
一
般
に
通
用
し
、
租
税
其
他
公
私
の
取
引
に
無
制
限
に
受
払
さ
れ
る
べ
き
貨
幣
で
あ
る
こ
と
が
布
告

さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
貿
易
銀
は
本
位
金
貨
と
並
ん
で
無
制
限
法
貨
の
資
格
を
も
つ
も
の
と
な
り
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
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金
銀
複
本
位
で
あ
る
こ
と
が
法
制
上
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
同
年
十
一
月
二
十
六
日
、
政
府
は
増
量
貿
易
銀
の
鋳
造
を
停
止
し
て
、
旧
貿
易
銀
す
な
わ
ち
量
目
四
一
六
グ
レ
イ
ン
・
品

位
九
〇
〇
位
の
壱
円
銀
貨
の
鋳
造
を
復
活
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
金
銀
法
定
比
価
は
再
び
増
量

貿
易
銀
の
発
行
を
制
定
し
た
時
と
同
じ
く
一
対
一
六
・
一
七
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
同
年
二
月
末
、
純
銀
三
七
一
・
二
五
グ
レ
イ
ン
（
量
目
四
一
二
・
五
グ
レ
イ
ン
品
位
九
〇
〇
位
）
を
含
む

弗
銀
貨
を
無
制
限
法
貨
と
し
て
鋳
造
す
る
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
リ
ソ
ン
法
が
制
定
さ
れ
、
貿
易
弗
の
鋳
造
は
停
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
弗
銀
貨
は
同
国
の
価
値
単
位
と
定
め
ら
れ
て
い
た
標
準
量
目
二
五
・
八
グ
レ
イ
ン
の
金
貨
幣
と
と
も
に
本

位
貨
幣
と
な
り
、
金
銀
複
本
位
制
が
法
制
上
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
国
も
銀
に
対
し

て
造
幣
局
を
開
く
勇
気
を
も
ち
得
な
か
っ
た
時
に
あ
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
愚
か
に
も
進
ん
で
独
力
で
銀
価
を
支
え
よ
う
と

企
て
た
の
で
あ
る
」
が
ｘ
こ
の
よ
う
な
措
置
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
同
国
に
お
け
る
銀
生
産
の
増
加
に
よ
る
銀
価
の
下
落
に

対
し
て
、
銀
鉱
山
所
有
者
の
利
益
擁
護
の
た
め
に
銀
価
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
は
国
際
的
複
本
位
制
の
体
制
を
形
成
し
金
銀
比
価
を
国
際
的
に
確
定
す
る
た
め
に
国
際
貨
幣
会
議
の
開
催
を
提
唱
し

て
、
同
年
八
月
そ
の
第
一
回
会
議
を
パ
リ
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
に
努
力
を
つ
く
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
複
本
位
制
採
用
に
追
蹤
す
る
か
の
よ
う
に
、
わ
が
国
も
亦
「
貨
幣
条
例
」
の
改
正
を
行
っ
て
複
本
位
制
を
制
定

し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
改
正
の
目
的
は
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
銀
産
国
で
は
な
く
、
ま
た
銀
価
維
特
に
よ
っ
て
銀
生
産

者
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
必
要
が
強
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
す
で
に
明
治
四
年
以
来
事
実
上
複
本
位
制
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の
性
格
を
包
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
明
治
十
一
年
に
至
っ
て
そ
れ
を
法
制
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
場
合

世
界
的
に
銀
価
格
が
低
落
を
つ
づ
け
て
い
る
傾
向
に
順
応
し
て
銀
の
法
定
価
格
を
引
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ

く
わ
が
国
に
お
い
て
も
銀
の
造
幣
価
格
は
か
え
っ
て
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
国
際
的
動
向
に
逆
行
す
る
貨
幣
政
策
が
と

ら
れ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
「
貨
政
考
要
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
「
政
府
カ
当
時
円
銀
ノ
量
目
ヲ
或
ハ
増
シ
或
ハ
減
シ
、
又
之
ヲ
シ
テ
本
位
ノ
地
ニ
立
タ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
ル
所
以
ノ
者
ハ
他
ナ

　
シ
、
宇
内
銀
ト
金
ト
ノ
関
係
ノ
変
動
之
カ
原
因
ヲ
為
セ
ル
ノ
ミ
い

と
あ
っ
て
、
銀
価
格
を
引
上
げ
た
こ
と
も
金
銀
法
定
比
価
の
調
整
の
た
め
で
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
が
、
も
し
法
定
比
価
を
市
場
比

価
に
順
応
せ
し
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
銀
貨
幣
の
量
目
増
加
、
あ
る
い
は
金
貨
幣
の
量
目
減
少
の

方
策
が
と
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
量
貿
易
銀
の
鋳
造
が
停
止
さ
れ
、
旧
一
円
銀
の
鋳
造
が
復
活
さ
れ

た
の
は
、
明
治
十
一
年
八
月
太
政
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
大
蔵
卿
の
伺
書
に
、

　
　
「
我
該
銀
貨
ノ
通
用
ハ
未
タ
洋
銀
ホ
ド
ニ
信
憑
ヲ
得
ル
能
ハ
ザ
ル
ノ
実
ア
ル
ヤ
、
動
モ
ス
レ
バ
量
目
ノ
軽
重
如
何
ヲ
問
ハ
ス
シ
テ

　
洋
銀
ト
同
価
ノ
取
引
等
ヲ
為
シ
、
若
シ
ク
ハ
少
小
ノ
間
金
ヲ
以
テ
貿
易
銀
ヲ
受
取
り
之
ヲ
鎔
解
シ
テ
地
金
ト
為
シ
、
運
賃
保
険
料

　
等
ヲ
引
去
り
猶
示
売
買
上
若
干
ノ
利
潤
ヲ
収
ム
べ
キ
割
合
ト
ナ
リ
、
遂
ニ
貨
幣
ノ
本
色
即
チ
交
換
媒
物
ノ
用
ヲ
失
フ
ニ
至
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
貿
易
銀
が
通
貨
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
鋳
造
を
停
止
す
る
に
至
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
伺
書
は
、

　
　
「
先
年
貿
易
銀
増
量
ノ
挙
ハ
原
ト
米
合
衆
国
ニ
於
テ
四
百
二
十
ゲ
レ
イ
ン
ノ
貿
易
銀
ヲ
発
行
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
根
シ
、
聊
カ
之
ニ
抗
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抵
ス
ル
ノ
旨
趣
ョ
リ
シ
テ
相
起
リ
ク
ル
次
第
ニ
候
得
共
、
此
頃
同
国
ニ
於
テ
モ
実
験
ノ
効
用
格
別
相
見
ヘ
ザ
ル
所
ョ
リ
右
鋳
造
方

　
断
然
相
廃
シ
、
更
ニ
四
百
十
二
ゲ
レ
イ
ン
余
ノ
新
銀
貨
を
発
行
致
シ
候
趣
ニ
付
テ
ハ
、
矢
張
新
ヲ
停
メ
旧
ニ
復
ス
ル
ノ
機
至
リ
、

　
其
通
り
着
手
シ
候
テ
更
ニ
不
都
合
等
ノ
儀
無
之
」

と
述
べ
て
お
り
、
貿
易
銀
の
鋳
造
開
始
の
時
と
同
じ
〈
、
そ
の
廃
止
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
弗
政
策
に
追
随
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
新
貨
条
例
」
を
制
定
す
る
場
合
に
も
ア
メ
リ
カ
の
貨
幣
制
度
を
調
査
し
た
組
果
、
同
国
の
幣

制
の
動
向
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
増
量
貿
易
銀
の
鋳
造
の
開
始
お
よ
び
停
止
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
貿
易
弗
に
関
す
る
政
策
の
変
遷
に
追
随
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
複
本
他
制
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
幣
制
改
革
と
そ
の
理
由
を
同
じ
く
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
銀
に
対
す
る
需
要
の
増
進
、
銀
価
の
維
持
を
目
的
と
し
て
銀
貨
に
本
位
貨
幣
の
地

位
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
わ
が
国
は
洋
銀
を
国
際
通
貨
の
中
核
と
す
る
経
済
的
環
境
の
中
に
あ
っ
て
国
際
収
支
は
常

に
逆
調
を
つ
づ
け
て
い
た
た
め
に
、
銀
を
需
要
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
銀
側
を
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
貨
幣

素
材
と
し
て
の
銀
の
流
入
を
容
易
に
す
れ
ば
、
東
洋
市
場
に
お
け
る
貿
易
通
貨
と
し
て
洋
銀
に
対
抗
す
る
一
円
銀
貨
を
豊
富
に
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
わ
が
国
の
貿
易
商
人
が
洋
銀
獲
得
の
た
め
に
多
額
の
打
歩
を
支
払
っ
て
き
た
不
利
益
な
条
件
を
除
去
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
期
待
に
も
と
づ
い
て
、
銀
の
造
幣
価
格
引
上
の
措
置
が
と
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
一
年
五
月
、
金
銀
複
本
位
制
を
法
制
的
に
定
め
て
は
い
る
が
、
当
時
の
わ
が
国
の
通
貨
構
成
は
金
の
流
出
あ
る
い
は
退
蔵

に
よ
っ
て
金
貨
の
流
通
を
見
る
こ
と
な
く
、
銀
貨
が
貿
易
通
貨
と
し
て
用
い
ら
れ
、
国
内
通
貨
は
政
府
紙
幣
と
国
立
銀
行
券
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
金
貨
鋳
造
の
こ
と
に
つ
い
て
明
治
八
年
大
蔵
省
が
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
明
治
四
年
六
月
十
六
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日
地
金
受
入
開
始
当
初
は
、
金
貨
鋳
造
を
希
望
す
る
も
の
が
造
幣
寮
の
鋳
造
能
力
を
超
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
造
幣
設
備
の
拡
張

が
な
さ
れ
た
明
治
五
年
十
月
以
降
は
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　
　
「
金
地
金
ノ
輸
入
前
日
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
、
却
テ
当
時
内
外
人
民
ノ
銀
地
金
ヲ
輸
入
ス
ル
モ
ノ
多
キ
ニ
、
尚
ホ
金
一
銀
一
六
ノ
割
合

　
ニ
比
較
シ
テ
金
貨
ヲ
附
与
ス
ヘ
キ
規
則
ク
ル
ニ
ヨ
リ
、
為
メ
ニ
政
府
ノ
損
失
甚
シ
キ
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
、
乃
チ
明
治
六
年
十
一
月
十

　
九
日
ノ
令
ヲ
請
フ
テ
造
幣
規
則
第
四
条
ヲ
改
定
シ
壱
円
銀
ヲ
附
与
ス
ヘ
キ
コ
ト
ト
ナ
セ
リ
、
而
シ
テ
明
治
七
年
に
至
テ
金
貨
ノ
鋳

　
造
著
シ
ク
減
少
シ
弐
拾
円
貨
拾
円
貨
ノ
鋳
造
ア
ル
コ
ト
ナ
カ
リ
キ
、
蓋
シ
当
時
ノ
為
替
相
場
金
貨
鋳
造
ノ
為
ニ
不
利
益
ナ
ル
ノ
ミ

　
ナ
ラ
ス
、
既
ニ
人
民
ノ
要
望
ス
ル
改
鋳
モ
亦
漸
ク
相
充
チ
其
流
通
ノ
高
全
国
民
一
口
毎
ニ
平
均
凡
壱
円
半
ニ
当
ル
ヘ
キ
ニ
由
テ
然

　
ル
ナ
リ
、
此
時
ニ
当
テ
民
間
尚
ホ
旧
金
銀
貨
幣
ヲ
匿
蔵
シ
、
加
之
或
ハ
之
レ
ヲ
シ
テ
海
外
に
濫
出
セ
シ
ム
ル
ノ
勢
ニ
至
レ
リ
」
㈲

　
す
な
わ
ち
、
明
治
五
年
の
末
期
頃
よ
り
金
銀
の
法
定
比
価
と
市
場
比
価
の
乖
離
に
よ
っ
て
金
貨
鋳
造
は
減
少
の
傾
向
を
示
し
、
明

治
七
年
に
至
っ
て
そ
の
現
象
が
著
し
く
な
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
右
の
説
明
書
に
よ
る
と
明
治
八
年
四

月
二
十
日
造
幣
規
則
を
改
正
し
て
、
造
幣
の
た
め
に
受
取
る
べ
き
品
位
詳
明
な
る
金
地
金
は
従
来
一
五
〇
オ
ン
ス
以
上
と
定
め
て
い

た
の
を
五
〇
オ
ン
ス
以
上
と
し
た
が
、

　
　
「
金
貨
ノ
鋳
造
ハ
聊
カ
相
増
ス
ト
雖
モ
尚
五
円
貨
ノ
一
種
ノ
ミ
ニ
過
キ
ス
、
殊
ニ
金
貨
ヲ
要
望
ス
ル
ノ
所
甚
タ
少
ナ
ク
特
り
英
国

　
ニ
帰
シ
、
其
鋳
造
ヲ
為
ス
ハ
殆
ン
ト
無
益
ニ
属
シ
、
寧
ロ
精
製
塊
ト
シ
テ
外
債
償
却
等
ノ
為
メ
ニ
輸
出
ス
ル
ニ
如
カ
サ
ル
ノ
勢
ニ

　
至
レ
リ
、
因
テ
八
月
十
二
日
主
務
ノ
寮
ニ
令
シ
テ
政
府
ノ
金
地
金
ハ
総
テ
金
塊
ニ
作
ラ
シ
メ
以
テ
今
日
ニ
至
レ
リ
、
其
他
内
外
人

　
民
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
金
地
金
ヲ
鋳
造
ス
ル
モ
依
然
ト
シ
テ
専
ラ
五
円
ノ
一
種
ニ
過
キ
ス
、
蓋
シ
此
一
種
ハ
大
小
ノ
中
ヲ
得
テ
最
モ
流

　
用
ニ
便
ナ
ル
ニ
由
テ
然
ル
ナ
リ
」
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
、
金
貨
鋳
造
は
き
わ
め
て
少
額
で
あ
り
、
政
府
保
有
の
金
地
金
も
鋳
貨
と
す
る
こ
と
な

く
、
金
塊
と
し
て
対
外
支
払
に
充
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
八
年
頃
に

は
す
で
に
「
新
貨
条
例
」
に
も
と
づ
く
わ
が
国
の
金
本
位
制
は
金
地
金
本
位
制
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
金
貨
鋳
造
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
蔵
省
の
説

明
書
は
欧
米
の
諸
国
に
お
い
て
複
本
位
制
採
用
の
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

　
　
「
金
銀
両
種
本
位
ノ
事
ヲ
議
ス
ル
、
我
邦
目
下
ノ
燃
眉
ノ
急
務
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
措
テ
論
セ
ス
、
依
然
ト
シ
テ
金
貨
ノ
本
位
ヲ

　
永
久
ニ
維
持
セ
ン
ト
ス
」

と
述
べ
、
金
貨
本
位
制
を
堅
持
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
に
お
い
て
、
明
治
八
年
二
月
発

行
を
決
定
し
た
増
量
貿
易
銀
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
当
時
人
民
ノ
鋳
造
ヲ
乞
フ
モ
ノ
僅
少
ナ
リ
ト
雖
そ
、
近
時
東
洋
地
方
銀
価
ノ
低
下
夥
甚
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
我
銀
貨
ヲ
要
ス
ル

　
モ
ノ
愈
々
多
キ
ヲ
見
レ
ハ
将
来
必
ス
銀
地
金
ヲ
輸
入
シ
テ
之
レ
ヲ
鋳
造
ヲ
諸
フ
モ
ノ
日
一
日
ョ
リ
多
キ
ニ
至
ラ
ソ
コ
ト
、
立
テ
竣

と
、
銀
の
市
場
価
格
の
低
落
に
よ
っ
て
貿
易
銀
の
鋳
造
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
大
蔵
省
が
金
貨
本
位
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
な
が
ら
、
貿
易
銀
鋳
造
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
こ
と

は
ヽ
わ
が
国
の
金
本
位
制
は
擬
制
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
事
実
上
は
低
廉
な
貨
幣
素
材
で
あ
る
銀
を
基
礎
と
す
る
貨
幣
制
度
を

形
成
し
、
貿
易
通
貨
の
供
給
を
豊
富
に
す
る
点
に
貨
幣
政
策
の
重
点
を
お
い
て
い
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
他
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
複
本
位
制
を
と
る
場
合
、
市
場
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
る
金
属
は
貨
幣
と
し
て
の
流
通
か
ら
排
除
さ
れ
、
低
落
す
る
金
属
を
素
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材
と
す
る
貨
幣
が
流
通
手
段
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
「
新
貨
条
例
」
に
よ
っ
て
複
本
位
制
の
性
格
を
も
っ
た
わ
が
国
の
貨

幣
制
度
も
ま
た
こ
の
交
代
本
位
の
原
理
に
し
た
が
っ
て
、
漸
次
市
場
比
価
の
下
落
す
る
銀
が
基
準
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
特
に
洋
銀
を
貿
易
通
貨
と
す
る
東
洋
の
経
済
的
環
境
は
、
わ
が
国
の
み
が
金
本
位
制
を
固
執
す
る
こ
と
を
困
難
な
ら
し
め
る

も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
銀
を
貨
幣
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
富
な
貿
易
通
貨
を
獲
得
し
、
貿
易
の
発
展
を
は
か
る
方
策
を
有

利
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
国
際
複
本
位
運
動
が
積
極
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
国

際
情
勢
も
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
を
複
本
位
制
へ
移
行
せ
し
め
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
対
外
的
に
事
実
上
県
を
基
準
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
組
果
、
明

治
十
二
、
三
年
頃
洋
銀
取
引
所
・
横
浜
正
金
銀
行
の
設
立
等
も
っ
ぱ
ら
銀
側
安
定
を
目
的
と
す
る
貨
幣
政
策
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
明

治
十
七
年
五
月
銀
貨
兌
換
の
日
本
銀
行
券
を
発
行
す
る
「
兌
換
銀
行
券
条
例
」
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
（
造
幣
局
の
金
貨
お
よ
び
一
円
銀
貨
・
貿
易
銀
の
鋳
造
額
は
第
二
表
に
示
す
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
）
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三

　
明
治
六
年
よ
り
十
年
ま
で
の
本
位
金
貨
、
貿
易
通
貨
と
し
て
の
銀
貨
お
よ
び
国
内
通
貨
と
し
て
の
紙
幣
の
相
対
的
価
値
が
安
定
し

て
い
た
期
間
に
お
い
て
は
、
貨
幣
制
度
の
根
本
的
改
革
の
問
題
は
強
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
期
間

に
貨
幣
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
施
さ
れ
た
措
置
の
主
要
な
も
の
は
、
政
府
紙
幣
の
流
通
量
を
縮
減
す
る
た
め
に
明
治
六
年
三
月
「
金

札
引
換
公
債
証
書
発
行
条
例
」
を
制
定
し
た
こ
と
と
、
金
貨
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
明
治
人
年
二
月
お
よ
び
九
年
三
月
に
金
銀
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法
定
比
価
を
修
正
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
定
比
価
の
修
正
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
金
貨
の
流
出
は
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
大
蔵
省
商
務
局
の
河
瀬
秀

治
・
鈴
水
利
亨
・
神
鞭
知
常
等
に
よ
る
「
財
政
之
儀
二
付
建
言
」
の
中
に
も
、
明

治
二
年
以
来
の
継
続
的
な
輸
人
超
過
と
金
貨
の
海
外
流
出
に
つ
い
て
、

　
　
「
新
金
貨
の
発
行
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
其
一
大
輸
入
超
過
ノ
余
勢
ト
爾
他
負
フ
所

　
ノ
債
額
ノ
多
キ
ト
ノ
為
メ
ニ
、
真
貨
ノ
市
上
二
出
ル
モ
ノ
ハ
直
チ
ェ
外
人
ノ
舶

　
載
シ
去
ル
所
ト
為
リ
、
明
治
七
・
八
年
新
金
貨
ノ
他
出
額
ノ
如
キ
ハ
実
二
本
邦

　
人
ヲ
シ
テ
憤
然
二
堪
ヘ
ザ
ラ
シ
メ
ク
リ
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
貨
の
海
外
流
出
は
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
問

題
で
あ
っ
た
。
こ
の
情
勢
に
つ
い
て
「
貨
政
考
要
」
も
、

　
　
「
明
治
四
年
ョ
リ
同
人
年
六
月
迄
鋳
成
発
行
ノ
金
貨
凡
ソ
五
千
余
万
円
ノ
内
、

　
其
三
千
五
百
余
万
円
ハ
其
十
三
年
迄
二
海
外
二
向
テ
流
出
シ
去
リ
、
内
国
二
残

　
存
ス
ル
新
金
貨
ハ
僅
二
千
五
百
余
万
円
二
超
ヘ
サ
ル
ニ
至
レ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
金
貨
流
出
入
の
状
況
を
見
る
と
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
金
貨
の
国
内
現
存
高
に
つ
い
て
の
推
計
は
第
四
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ

る
。
）

　
こ
の
よ
う
に
金
貨
は
国
外
に
流
出
し
、
し
た
が
っ
て
国
内
に
お
い
て
も
退
蔵
が

－一一46-一一
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行
わ
れ
て
、
流
通
手
段
と
し
て
市
場
に
現
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
状
態
に
陥
っ
た
た
め
に
、
金
本
位
制
の
維
持
は
困
難
で
お
る
と
し

て
、
明
治
十
一
年
五
月
貿
易
銀
に
本
位
貨
幣
の
資
格
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
本
位
制
を
法
制
化
し
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
貿
易

銀
に
代
え
て
一
円
銀
貨
を
本
位
貨
幣
と
定
め
、
銀
の
法
定
比
価
を
引
上
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
名
目
上
複
本
位
制

を
称
し
て
い
る
と
は
い
え
、
実
質
的
に
は
金
貨
の
流
通
を
殆
ん
ど
見
る
こ
と
の
な
い
通
貨
事
情
に
対
応
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
川
路
寛
堂
の
「
現
貨
濫
出
論
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
我
国
ヲ
銀
世
界
ノ
一
部
分
タ
ラ
シ
メ
、
金
世
界
ノ
美
ヲ
他
人
ニ
譲
」
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

　
銀
価
が
下
落
を
続
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
金
本
位
制
あ
る
い
は
跛
行
本
位
制
を
採
用
し
つ
つ
あ
る
時
に
、
わ
が
国
は
制

度
上
は
一
対
一
六
・
一
七
の
金
銀
法
定
比
価
に
も
と
づ
い
て
複
本
位
制
を
と
る
こ
と
と
し
、
事
実
上
は
一
円
銀
貨
を
国
際
通
貨
と

し
、
不
換
紙
幣
を
国
内
通
貨
と
す
る
貨
幣
制
度
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
対
外
的
に
銀
貨
国
の
立
場
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
当
時
の
貨
幣
当
局
に
次
の
よ
う
な
相
待
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
さ
き
に
引

用
し
た
「
財
政
之
儀
ニ
付
建
言
」
と
題
す
る
大
蔵
省
の
河
瀬
秀
治
等
の
意
見
に
は
、

　
　
「
金
ノ
外
国
ニ
貴
価
ヲ
有
ス
ル
ヤ
未
タ
今
日
ノ
如
ク
甚
タ
シ
キ
コ
ト
ヲ
聞
カ
ス
、
故
ニ
必
ス
銀
貨
ヲ
用
フ
ル
ノ
国
漸
ク
増
加
シ
、

　
金
鉱
ニ
カ
ヲ
用
ュ
ル
者
漸
ク
多
キ
ヲ
加
へ
、
金
銀
ノ
差
亦
復
相
近
キ
ニ
至
ラ
ソ
コ
ト
蓋
シ
相
シ
テ
待
ツ
ヘ
キ
ニ
似
タ
リ
、
縦
令
然

　
ラ
サ
ル
モ
本
邦
ノ
如
キ
ハ
固
ョ
リ
銀
貨
少
ナ
キ
ノ
国
ニ
シ
テ
、
金
之
カ
為
メ
ニ
其
真
価
ヲ
保
持
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
情
ア
ル
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
壹
ニ
銀
貨
ヲ
増
鋳
シ
テ
以
テ
比
情
勢
ヲ
済
ハ
サ
ル
可
ケ
ソ
ヤ
」

と
世
界
的
な
金
価
格
の
高
騰
の
た
め
、
銀
を
本
位
貨
幣
と
す
る
国
家
が
増
加
し
、
ま
た
金
生
産
量
の
増
大
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
際
的
に
金
銀
比
価
の
安
定
が
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
相
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
建
言
書
の
提
出
さ
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れ
た
前
年
、
す
な
わ
ち
一
八
七
人
年
八
月
に
、
ア
メ
リ
カ
の
提
唱
に
も
と
づ
い
て
国
際
貨
幣
会
議
が
パ
リ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
銀

の
非
貨
幣
化
に
よ
る
国
際
通
貨
の
不
足
し
た
が
っ
て
貿
易
の
停
滞
が
生
じ
て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
銀
の
貨
幣
的
機
能
を

復
活
し
、
銀
価
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
国
際
複
本
位
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
国
際
的
動
向
に
し
た
が
っ
て
、
わ

が
国
に
お
い
て
も
国
際
複
本
位
制
の
成
立
を
希
望
す
る
気
運
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
複
本
位
制
運
動
は
成
功
す
る
に
至
ら
ず
、
国
際
市
場
に
お
け
る
銀
価
は
低
落
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
貿
易
通
貨
で
あ
る
銀
貨
の
法
定
比
価
と
市
場
比
価
に
隔
差
が
生
じ
た
の
み
で
な
く
、
政
府
紙
幣
・
国
立

銀
行
券
等
国
内
通
貨
の
価
値
は
、
そ
の
増
発
に
よ
っ
て
銀
貨
に
対
し
て
下
落
し
、
国
内
物
価
の
騰
貴
を
招
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
通
貨
事
情
が
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
明
治
二
十
八
年
七
月
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
宛
に
提
出
さ
れ
た
「
貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
」
は
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
「
金
銀
比
価
ノ

変
動
ハ
寧
ロ
銀
貨
国
ニ
利
ア
リ
テ
金
貨
国
ニ
害
ア
リ
ト
断
定
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
（
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
銀
貨
国
に
及
ぼ
す
有
利
な
影

響
と
し
て
、
一
、
金
貨
国
に
対
す
る
輸
出
の
増
進
、
金
貨
国
よ
り
の
輸
入
減
少
、
二
、
物
価
騰
貴
に
よ
る
農
工
商
の
好
景
気
、
三
、

租
税
其
他
財
政
収
入
の
増
加
、
四
、
労
働
者
の
需
要
増
加
等
の
事
項
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
方
に
お
い
て
、
一
、

国
費
の
増
加
、
二
、
定
額
所
得
者
の
困
窮
、
三
、
投
機
的
企
業
の
勃
興
、
四
、
金
貨
固
よ
り
輸
入
物
品
の
騰
貴
、
五
、
奢
侈
の
弊

害
ヽ
六
ヽ
金
貨
国
よ
り
の
資
本
移
入
の
減
少
等
の
不
利
な
影
響
を
あ
げ
て
い
る
が
べ
そ
の
利
害
の
軽
重
を
考
察
す
る
時
、
「
其
弊
害

ノ
必
ス
シ
モ
深
ク
憂
フ
ル
ニ
足
ラ
」
ず
と
し
て
、
金
銀
比
価
の
変
動
が
銀
貨
国
に
対
し
て
有
利
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
説
明
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
は
明
治
十
一
年
五
月
貨
幣
制
度
を
法
制
上
複
本
位
制
に
す
る
こ
と
を
定
め
た
が
、
国
際
的
経
済
関
係
に
お
い
て
は
銀
貨
国
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の
立
場
に
あ
っ
た
た
め
に
、
金
銀
市
場
比
価
の
変
動
か
ら
受
け
る
影
響
は
一
般
の

銀
貨
国
と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
貨
幣
制
度
調
査
会
が
、

　
　
「
明
治
最
初
ノ
十
年
間
ハ
維
新
日
尚
ホ
浅
キ
カ
為
メ
、
次
ノ
十
年
間
ハ
不
換
紙

　
幣
増
発
ノ
為
メ
、
共
二
金
銀
価
格
変
動
二
依
テ
生
シ
タ
ル
影
響
ノ
真
相
ヲ
見
ル

　
　
　
　
　
㈲

　
コ
ト
難
ク
」

と
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
十
一
年
よ
り
十
四
年
に
至
る
相
聞
は
不
換
紙
幣

の
増
発
に
よ
っ
て
、
銀
貨
に
対
す
る
紙
幣
価
値
の
激
し
い
下
落
が
生
じ
、
十
五
年

以
降
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
よ
っ
て
紙
幣
価
値
は
漸
次
回
復
し
た
と
は
い
う

も
の
の
、
十
九
年
一
月
政
府
紙
幣
の
銀
貨
兌
換
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
は
銀
貨
と
紙

幣
の
価
値
に
隔
差
が
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
紙
幣
に
よ
っ
て

表
示
さ
れ
る
国
内
物
価
の
騰
貴
は
、
輸
出
渋
滞
・
輸
入
増
加
の
傾
向
も
た
ら
す
要

因
と
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
方
貿
易
通
貨
の
基
準
と
定
め
ら
れ
た
銀
の
価
格
は

国
際
市
場
に
お
い
て
下
落
し
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
に
お
い
て
は

造
幣
価
格
も
市
場
価
格
も
金
銀
の
国
際
的
比
価
よ
り
も
け
る
か
に
高
〈
評
価
さ
れ

て
い
た
た
め
、
金
本
位
国
側
か
ら
見
れ
ば
わ
が
国
の
輸
出
商
品
に
対
す
る
支
払
条

件
は
、
銀
を
も
っ
て
決
済
手
段
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
有
利
な
も
の
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
明
治
十
一
年
よ
り
十
八
年
に
至
る
期
間
の
わ
が
国
に
お
げ
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第６表Ｉ．本邦と金貨国間の輸出入増減割合表

第６表Ⅱ．本邦と銀貨国間の輸出入増減割合表
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る
金
銀
法
定
比
価
、
市
場
比
価
、
紙
幣
相
場
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
金
銀
比
価
は
第
五
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
）

　
こ
の
よ
う
に
国
内
経
済
面
に
お
い
て
は
紙
幣
イ
ン
フ
レ
を
起
し
な
が
ら
国
際
経
済
的
関
係
に
お
い
て
は
銀
貨
国
の
地
位
に
立
ち
、

し
か
も
金
に
対
し
銀
を
高
価
に
維
持
し
て
い
た
た
め
に
、
わ
が
国
は
国
際
的
銀
価
下
落
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
対
金
本
位
国
の
輸
出
増

進
・
輸
入
減
退
と
い
う
傾
向
を
招
来
し
、
国
際
収
支
面
に
お
い
て
紙
幣
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
正
貨
流
出
の
弊
害
が
或
る
程
度
緩
和
さ
れ

る
効
果
を
亨
受
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
十
一
年
よ
り
十
八
年
ま
で
の
、
法
制
上
金
銀
複
本
位
制
で
あ
り
、
国
内
通

貨
と
し
て
の
不
換
紙
幣
が
銀
貨
に
対
し
て
か
な
り
の
割
引
相
場
を
も
っ
て
流
通
す
る
と
い
う
、
二
元
的
な
通
貨
体
系
が
存
続
し
た
相

間
に
お
け
る
わ
が
国
の
輸
出
入
額
は
第
六
表
に
示
す
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
と
金
貨
国
と
の
間
の
貿
易
は
輸
入
減
退
・
輸
出
増
進
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、

明
治
十
一
年
よ
り
十
八
年
ま
で
の
間
に
輸
入
額
は
平
均
二
〇
％
の
減
少
、
輸
出
額
は
五
四
％
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
国
際
収
支
の
改

善
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
銀
貨
国
と
の
貿
易
に
お
い
て
は
輸
入
漸
増
・
輸
出
漸
減
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
輸
入

額
は
平
均
五
二
％
の
増
加
、
輸
出
額
は
平
均
二
二
％
の
減
少
で
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
対

金
貨
国
貿
易
は
た
え
ず
平
価
切
下
を
行
っ
て
い
る
の
と
同
様
の
効
果
を
亨
け
て
輸
入
減
退
・
輸
出
増
進
の
状
態
を
持
続
し
た
の
で
あ

る
が
、
し
か
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
購
買
力
は
対
銀
貨
両
貿
易
の
輸
入
超
過
に
よ
っ
て
減
殺
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
が
察
知
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
一
年
の
「
貨
幣
条
例
」
改
正
以
後
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
国
際
通
貨
と
し
て
は
銀
を
基
準
と
し
、
国
内
経
済
面
に
お
い

て
は
正
貨
と
実
質
的
組
合
関
係
を
も
た
な
い
不
換
紙
幣
を
流
通
手
段
と
す
る
体
制
と
な
り
、
し
か
も
、
こ
の
国
内
通
貨
と
し
て
の
紙

幣
は
発
行
量
過
剰
の
た
め
、
そ
の
額
面
に
等
し
い
法
定
銀
量
を
購
買
す
る
力
を
失
な
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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金
本
位
田
と
の
貿
易
収
支
に
お
い
て
は
前
記
の
よ
う
な
利
益
を
亨
け
る
点
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
長
相
的
な
も
の
で
は
あ

り
得
ず
、
低
落
し
つ
づ
け
る
銀
と
わ
が
田
の
生
産
物
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
易
条
件
の
悪
化
を
さ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
銀
に
対
す
る
紙
幣
価
値
の
下
落
は
物
価
の
騰
貴
、
経
済
の
混
乱
、
財
政
の
不
健
全
化
を
招
来
し
、
そ

の
結
果
国
際
通
貨
で
あ
る
銀
貨
と
国
内
通
貨
で
あ
る
紙
幣
の
統
一
体
系
の
形
成
が
貨
幣
制
度
に
関
す
る
緊
急
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
十
二
年
以
後
、
政
府
保
有
銀
貨
の
放
出
、
洋
銀
取
引
所
の
設
置
等
に
よ
る
銀
価
安
定

政
策
が
と
ら
れ
、
ま
た
明
治
十
三
年
に
は
横
浜
正
金
銀
行
を
設
立
し
て
銀
価
の
調
整
機
関
た
ら
し
め
る
こ
と
が
企
て
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
明
治
十
四
年
以
後
、
通
貨
政
策
の
主
流
が
経
済
発
展
に
定
点
を
お
く
も
の
か
ら
経
済
安
定
を
目
指
す
方
向
に
転
換
す

る
に
し
た
が
っ
て
、
横
浜
正
金
銀
行
の
海
外
荷
為
替
金
融
に
よ
る
在
外
正
貨
の
獲
得
、
銀
貨
兌
換
を
本
質
と
す
る
日
本
銀
行
券
発
行

の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
明
治
十
七
年
五
月
「
兌
換
銀
行
券
条
例
」
の
公
布
、
次
い
で
、
十
九
年
一
月
政
府
紙
幣
の
銀
貨
兌
換
開
始
に

よ
っ
て
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
銀
を
基
準
と
す
る
統
一
的
体
系
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
際
経

済
的
関
係
に
お
け
る
銀
貨
国
と
し
て
の
わ
が
国
の
立
場
は
い
よ
い
よ
明
確
な
姿
態
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
明
治
三
十
年
の
幣
制
改
革

に
よ
っ
て
金
本
位
制
が
確
立
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
の
貨
幣
制
度
は
銀
時
代
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
相
間
は
わ
が

国
の
資
本
主
義
経
済
体
制
の
形
成
相
で
も
あ
っ
た
。
先
進
諸
国
が
金
本
位
制
を
採
る
傾
向
に
あ
り
、
金
に
対
す
る
銀
価
が
落
勢
を
続

け
て
い
る
時
相
に
、
銀
を
基
準
と
す
る
貨
幣
制
度
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
わ
が
国
経
済
の
近
代
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果

を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
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